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緒　言
高い競技パフォーマンスの発揮を目指す上で、競
技者は高強度のトレーニングを日々実施している。
このような激しいトレーニングを継続する中で、疲
労の蓄積によるオーバートレーニング症候群やコン
ディションの低下が競技者で観察される。そのた
め、通常のトレーニング時から競技者の体調を把握
することでトレーニング内容や休養面を調整（コン
ディショニング）することが重要であると報告され
ている（相澤、2008）。
本学水泳部競泳部門においても競技者のコンディ
ションを把握するため、週 1回のコンディション調
査を実施してきた。これは、定められた調査用紙に
競技者自身がその時点における体調について記入す
る形式を採用した（図 1）。この形式を 3年間継続
する中で、重篤な外科的な傷害の発生頻度が低下す
る傾向が認められているものの、コンディション調
査結果をコーチが一元的に管理しているために以下
の問題点も確認されている；1）競技者がコンディ
ションの変化を日頃から確認できないこと、2）医
師やトレーナーと競技者のコンディションデータの
共有が困難であること。このような問題点を解決す
る方法として、コンディション調査結果をインター
ネット上で管理し、競技者・コーチ・医師・トレー
ナーが必要な時にどこからでも各競技者のコンディ
ション変化を確認できるシステムを開発することが

考えられる。特に、スマートフォン等のアプリケー
ションとしてコンディション管理システムを構築す
ることにより、より簡便にコンディション調査の実
施・管理が可能となると考えられる。
本研究は、競泳選手の競技パフォーマンスをサ
ポートする e-コンディション管理システムを開発
することを目的とした。

方　法
1.	 e- コンディション管理システムの開発
従来の紙媒体でおこなっていたコンディション調
査項目（図 1）を基に、e-コンディション管理シス
テムにおける新たなコンディション調査項目を決定
した。コンディショニング調査項目は、パフォーマ
ンスレベルを判断する「泳ぎの調子」、疲労状態を
評価する「身体的疲労感」「精神的疲労感」を設定
した。佃ほか（2013）の報告にもあるように競泳競
技においてはスポーツ外傷・障害の調査が重要とな
るが、競泳競技はコンタクトスポーツ等と比べると
はるかに外傷頻度は少ないこと、水泳において気管
支喘息の頻度が極めて高いこと、オーバートレーニ
ングやオーバーリーチングの予防などを考慮した上
で、本システムでは身体症状の調査項目には「外科
的症状」に加え「内科的症状」の調査項目も設定し
た。また、トレーニング時に必ず測定している「ト
レーニング前後の体重」も入力項目として設定し
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た。
上記のコンディショニング調査項目をタブレット
およびスマートフォンから入力できる既存のアプリ

ケーションを採用した（以下、コンディショニング
アプリ）。アプリケーション画面の例を図 2に示す。
このアプリケーションには、上記で設定した調査項

図 1　従来の紙媒体によるコンディショニング調査用紙

図 2 コンディショニングアプリの画面例（左：コンディション入力画面、中：身体的症状入力画面、左：フィー
ドバックグラフ）



145競泳選手の競技パフォーマンスをサポートする e-コンディション管理システムの開発

目以外にも一般的なコンディション調査項目（睡眠
時間、体温、トレーニング強度等）が入力でき、自
由記述欄も設けられていた。各調査項目は、誰でも
が簡便に調査項目を入力できるように設計されてい
た。例として、「外科的症状」は画面に表示された
身体モデルに対して、痛みを感じている部位に指で
触れることで痛みの箇所を調査できるような仕様に
なっていた（図 2中）。さらに、「泳ぎの調子」「身
体的疲労感」「体重」のデータに関しては、コンディ
ション調査項目入力直後にグラフでデータの推移が
フィードバックされた（図 2右）。
コンディション調査項目を入力する際のアカウン
トを個々人に発行することで、入力情報が他人に閲
覧されないようにした。ただし、指導者用のアカウ
ントからは入力情報を全て閲覧することができるよ
うにした。

2.	 対象者
平成 25年 9月から平成 26年 4月までの冬季シー
ズンに本学水泳部競泳部門に所属していた競泳選手
31名（男子 20名、女子 11名）をコンディショニ
ングアプリ活用対象者とした。対象者の平均競技歴
は13.8±2.6 年だった。対象者には、各自のコンディ
ション管理ツールとしてコンディショニングアプリ
を活用するように指示した。従来のコンディション
調査と同様に週に 1回必ず自身のコンディションを
入力するようにし、その他にも各自の要望に応じて
自由にコンディション項目の入力を随時可能とし
た。入力必須項目は、「トレーニング前後の体重」「身
体的疲労感」「精神的疲労感」「泳ぎの調子」「外科
的症状」「内科的症状」とした。対象者には、個人デー
タを調査に利用しないことを口頭で説明し、コン
ディショニングアプリの活用効果に関するアンケー
ト調査に協力することに対して同意を得た。
対象者各自に個別の IDおよびパスワードを発行

し、インターネットを介してコンディショニングア
プリを活用できるようにした。対象者が不自由なく
コンディション情報を入力できるようにタブレット
端末（iPad2、 Apple社）を 4台用意し、屋内プール
からモバイルルーター（PocketWiFi、 Emobile社）
を使用してインターネットに接続した。iPadは、ス
イムトレーニング後にでも使用できるように防水
ケース（LifeProof、 Apple社）に収納した。また、
iPhone所有者は各自でコンディショニングアプリを
ダウンロードできるようにし、個人で入力ができる
ようにもした。コンディショニングアプリの活用方
法を対象者に説明した後、平成 25年 12月からコン
ディショニングアプリの活用を開始した。

対象者のコンディション情報を一括して一覧でき
る指導者権限をコーチ 4名、男女キャプテン 2名、
チームドクター 2名およびチームトレーナー 1名に
発行した。

3.	 e- コンディション管理システム活用効果調査
コンディショニングアプリを 4ヶ月使用した後
に、対象者全員に対してコンディショニングアプリ
を使用したことによる各自のコンディショニングに
対する意識の変化を問うアンケート調査を実施し
た。調査項目は（1）コンディショニングアプリ活
用前後のコンディショニングに対する意識、（2）意
識しているコンディショニング項目、（3）コンディ
ショニングアプリの利点・問題点とした。また、指
導者用アカウントを発行した指導者・ドクター・ト
レーナーに対してコンディショニングアプリの活用
効果について口頭で意見を調査した。

結果および考察
1.	 対象者によるコンディショニングアプリの活用
効果
コンディショニングアプリ導入前の対象者のコン
ディショニングに対する意識の調査結果を図 3に示
す。従来から週に 1回のコンディショニング調査を
実施していたことから、31名中 22名の者が既に意
識的にコンディショニングを行っていた。また、意
識的にコンディショニングしていなかったと回答し
た 9名中 8名が、コンディショニングアプリを活用
する中でコンディショニングに対する意識が高まる
結果が示された。このことから、紙媒体による調査
と比較してタブレットやスマートフォンを用いたコ
ンディショニング調査を実施する方がトレーニング
期間中におけるコンディショニングの意識がより高
まる効果があることが示唆された。
コンディショニングアプリ活用前後における意識
していたコンディショニング項目の調査結果を図 4
に示す。全体的な傾向としてコンディショニングア
プリを活用することにより、対象者が意識するコン
ディショニング項目の数が増加する傾向が示され
た。従来のコンディション調査では調査項目が限定
されていたのに対して、コンディショニングアプリ
には入力必須項目以外にも調査項目が設定されてい
ることにより、様々が観点から自身のコンディショ
ンに対して意識するようになったことが推察され
た。
従来のコンディショニング調査方法と比較してコ
ンディショニングアプリの利点として「グラフが表
示されるので、見やすく、自分の状態を確認しやす
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い」「より詳細に入力できるようになった」「記入の
時間が短縮した」「いつでも入力できる」「スタッフ
が管理しやすくなった」という意見があげられた。
一方で、問題点としては「アプリの起動に時間がか
かる」「いつでも入力できるため、忘れることが増
えた」「上書き保存ができないため一度にすべての
項目を入力しなければならない」「頻繁に入力する
人とそうでない人に分かれた」という意見があげら
れた。

2．	指導者アカウントによるコンディショニングア
プリの活用効果
コンディション調査を紙媒体からアプリケーショ
ンに移行した際に、競技者がコンディション情報を
確実に入力できるかを指導者は課題点としてあげて
いたが、対象者は積極的にコンディショニングアプ
リを活用する様子が観察され、半数以上の対象者が
これまで規定していた週 1回以上の頻度でコンディ
ション情報を入力するようになった。これは、対象
者が既に定期的にコンディション調査を実施する習
慣を身に着けていたことに加えて、入力情報がグラ

フでフィードバックされることにより、自身のコン
ディションの変化が理解しやすくなったことが要因
であると考えられる。
また、対象者全員のコンディションの状況が指導
者用アカウントで一括して閲覧できることにより、
対象者のコンディションを 4名のコーチ全員が絶え
ず把握することが可能となった。特に、主要レース
に向けたテーパー期におけるコンディショニングに
アプリケーションを活用した事例が対象者からも報
告され、競技者と指導者の主観的なコンディション
の把握だけではなく、コンディショニングアプリを
用いて客観的にコンディションの変化を確認するこ
との重要性が伺えた。
本実践期間において、重度な疾病および障害を
患った対象者がいなかったことやコーチとチームド
クターがメーリングリストを介して絶えず競技者の
コンディションについて情報交換していたため、対
象者とチームドクターの間でコンディショニングア
プリを活用する事例は観察されなかった。ただし、
疾病および障害を患った際、コンディショニングア
プリに記入された項目だけでは疾患の要因を探るに

図 3　質問「アプリ導入前、選手として意識的にコンディショニングを行っていましたか？」回答結果

図 4　コンディショニングアプリ導入前後における対象者の意識しているコンディショニング項目（複数回答可）
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は不十分であるとの意見がチームドクターより寄せ
られた。
トレーナーとの間でケアを受ける前にコンディ
ショニングアプリを用いた情報交換の事例が報告さ
れたが、トレーナーとの間においてもコンディショ
ニングアプリが積極的に活用されることはなかっ
た。施術を受ける際にトレーナーが使用する専用の
カルテが継続的に活用されたことがその要因である
と考えられる。また、トレーナーからは「コンディ
ションをしっかりと管理することは重要であるが、
コンディション情報にとらわれすぎることがマイナ
スに働くこともある」ということが指摘された。実
際に、対象者 31名中 1名はコンディショニングア
プリ活用後においても「意識的にコンディショニン
グしていない」と回答しており、その理由として「自
分のコンディションについて意識しすぎたくない」
と述べていた。
本実践で開発した e-コンディション管理システ

ムでは、第一に競技者がコンディションの変化を日
頃から確認できるようにすることを目的とし、大学
競泳選手を対象とした場合、男女ともに有益に活用
できることが示唆された。一方で、第二の目的とし
て掲げた医師やトレーナーと競技者のコンディショ
ンデータの共有に関しては十分な活用効果を得るこ
とはできなかった。競技者のコンディショニングを

サポートする上で医師との情報共有を実現するに
は、より詳細な入力項目の設定が必要となる。しか
しながら、入力項目が増えることに抵抗感を示す競
技者も見受けられたことから、コンディション調査
項目を増やすことは競技者による継続的なコンディ
ショニングアプリの活用の弊害になることが予想さ
れる。以上のことより、本実践で活用したコンディ
ショニングアプリは、競技者が各自のコンディショ
ンを管理するセルフコンディショニングツールとし
て活用することが望ましいと考えられる。
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